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四七
【史料紹介】
篠山藩郡取締役日記
―
安政三年「郡用日記」の紹介（一）
―
園田家文書研究会
はじめに
　本学文学部所蔵、園田家文書のうち安政三年（一八五六）の「郡用日
記」の翻刻をおこなった。園田家文書は、兵庫県篠山市大山宮の園田里美家から一九九二年に譲渡された文書群であり、総点数は一万点にも及ぶ。現在は、第二次目録を作成中である。
　「郡用日記」は園田家が郡取締役として篠山藩政に関わった史料とし
て重要であり、一昨年は安政二年の翻刻をおこなった。本年はそれに続く安政三年の翻刻であり、書き手は七代目当主多祐である 文書の形状は縦二四㎝×横一六・五㎝の竪帳で、丁数は九〇丁を数える。
　園田家が所在した大山宮村は丹波国多紀郡に属し 承応二年（一六五
三）頃、大山上村から分立したとされる
①。大山宮村の園田家は追入村で
庄屋と本陣をつとめる園田又左衛門の五男治左衛門が分家、元禄元年（一六八八）に入村したことから始まり、当初三〇石余の持高であったが、当該翻刻史料の二年後にあたる安政五年には手作地四町二反 持高
四八三石とみえ、豪農として成長を遂げている。しかしながら嘉永二年（一八四九）に五代庄十左衛門が亡くなることで、二〇歳の多祐が家督を継ぐが、 その後見として家政を執った庄十左衛門の弟 ・ 七郎左衛門（六代目）も嘉永七年に死去してしまう。それと並行して園田家の家計は危機的状況に直面しており、そのような状況を打開するため七代目当主多祐は家政改革をおこなっていった。表
1は嘉永五年から慶応四年（一八
六八）までの園田家の経営状況である 嘉永五年から安政五年の持高減少は、その時期の園田家の状況を物語っている
②。
　次に村の状況をみていくと、安政二年の「免定
③」によれば村高は一四
一石八斗六升二合であり、田方の実収高四一石九斗一升九合に五七・五％の年貢率がかけられ二四石一斗三合が、段免分には四六・四％の年貢率で一七石二斗七升八合がそれぞれ賦課されている。畑方は実収高六〇石二斗二升一合で四八％の年貢率 二八石九斗六合が賦課され、そのほか山役・新開・口米・道米・夫代など合わせて八七石九斗一合の賦課となっている。また安政三年の「丹州多紀郡大山宮村人別宗旨御改帳
④」に
四八
よると家数六〇軒、人口二八二人うち男一三五人、女一四七人となっている。
　以上の大山宮村、 園田家の状況を背景として、 当該期の同家や篠山藩 ・
地域社会の様子を知るために、安政三年の「郡用日記」を翻刻・紹介する。ただし、紙面の関係で連載となることをお断りするとともに、史料の解説についても次回におこないたい。
　なお、今回の翻刻は以下に記した園田家文書研究会参加者による共同
作業である。月一度のペースで史料の輪読・検討をおこない、それを最終的に常松・吉川が点検した。翻刻にあたっては異体字・俗字・旧字はできる限り原文どおりとしたが 句読点・並列点の補足や改行は適宜おこなうなど慣例に従った。

（文責 　大槻暢子）
註
① 　稲山稔也「近世の丹南」 （ 『丹南町史』上巻、一九九四年、七四四頁） 。② 　常松隆嗣「近世後期における豪農と地域社会
―
丹波国篠山藩大山組園田
家をめぐって
―
」 （ 『ヒストリア』一六三号、一九九九年） 。
③ 　「免状」 （園田家文書三二
―
一〇八） 。
④ 　「丹州多紀郡大山宮村人別宗旨御改帳 園田家文書一五七
―
一一九） 。
【園田家文書研究会参加者】常松隆嗣（経済学部非常勤講師） 、 内海寧子、 大槻暢子、 松永友和、 吉川潤（以上、大学院文学研究科博士課程後期課程） 、城下奈美、田中梓都美、中居惣
子（以上、大学院博士課程前期課程） 、藤岡真衣（文学部四回生） 、小林可奈、坂本いつ子（以上、大学院博士課程前期課程修了） 、和田省子（神戸大学附属図書館職員） 糟谷尚子（奈良大学大学院修了）ただし、二〇〇五年度。表 1 　園田家の経営状況
年
項目
嘉永 5 安政 5 安政 7 文久 2 元治元 慶応 2 慶応 4
1852 1858 1860 1862 1864 1866 1868
当主 多祐 多祐 多祐 多祐 多祐 多祐 多祐
持高（石） 517 483 482 482 482 482 482
作畝 3 町 4 反 4 町 2 反 4 町 5 反 4 町 5 反 4 町 3 反
5 畝
4 町 3 反
5 畝
4 町 3 反
5 畝
譜代（人） 6 5 5 5 5 5 5
奉公人（人）
男 5 8 7 7 7 7 7
女 5 4 4 4 4 4 4
杜氏（人） 1 1 1 1 1 1 1
備考：各年の「持高作畝人別帳」より作成。
四九
（表紙）「 　安政三辰歳
　　　殿様御遠馬 　　木綿講初
而
興行
　　金地院休足 　　春日御祭礼改法　　
篠山大焼
　　軍用金初
而
御貸下
　　米三百石郷方より献上 金千両町方より　　
新宅普請
　　高掛り六百貫目之御称美
　　 　　　 　　　　園田多祐 　」
一正月四日
　殿様御在城
ニ
付於御殿御超歳恐悦申上候
　是迄
者
独礼之者銘々扇子献上仕来候所、御時躰
ニ
付旧臘伺上代料
ニ而
献上
　三本入扇子 　　　弐匁三分ツヽ 　波多野源左衛門　　但し台壱ツ 　 下ケ紙 　　 　園田仁左衛門　　百五拾六人之分 　　 　多紀郡　　　　　　 　　　　　 　 　
 　
壱封 　　 桑田郡武庫郡　　 取締・独礼之
者
（ママ）被有
之
　拾本入扇子 　　　弐朱ツヽ　　但し台三ツ 多紀郡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　桑田郡　　 武庫郡　　外
ニ　
 鴨 　一番 　　　武庫郡

雉子一番 　　桑田郡
　〆 　　 　　　　　　　　鍛冶・杣惣代
取 　締
　
波部六兵衛
　　
園田多祐
　　波部達右衛門
　園田又一右衛門 　樋口庄左衛門
波多野万次
同助役
　
酒井惣次郎
　　羽田源右衛門 　　
団野喜平次
〆一正月 　四日 　出勤一同 　十二日 　出勤一同月十七日 　出勤一肝煎申立

大山上村
　権次郎

　持高拾八石九斗四升七合
一同 　断

同村松兵衛忰
　重 　吉

　持高七石五斗八升九合
五〇
一百姓代申立

同村林七忰
　　作 　助

　持高弐石八斗九升
　右三人申立 　辰正月十七日
一肝煎御免願

大山上村
　松兵衛
　
右正月十七日出ス

郡代・郡奉行
江　
地方御役人・郡代・郡奉行を初、御代官・御山方
并
組附末々迄郷中より之
公事出入事、又
者
自分之勝手
ニ
相成候義願出度と何品
ニ
も不限、不時
ニ
音物持参候者有之儀
者
勿論、定式贈物
ニ
至迄郡代・郡奉行詰席迄持出し、
不連綿
ニ
無之様及評議候上、受納候様可致候、若哉右評儀を受ず一己
ニ
而
受納致し候義有之候へ
者
、急度被仰付方も可有之候間、此段承知後暗
き義無之様可被相心得候
　　辰正月廿二日
正月廿七日御聞済
　　　乍恐
　　　
一
桁行五間 　　土蔵兼用
ニ
仕屋根
　梁間四間 　為火除瓦葺
ニ
仕度奉存候
右
者
私義実家園田次左衛門方
ニ
合宿仕罷在候得共、此度前書之通普請仕、
御百姓別稼
ニ
仕度奉存候、尤材木之義
者
近年御願奉申上候払山之内
ニ而
用意仕罷在候、御聞済被成下候ハヽ来五月相建申度奉存
ニ
付、乍恐奉
願上候、右願之趣御聞済被成下候ハヽ難有仕合奉存候
持高拾五石壱斗
　
願主 　追入村
　治 　助 　　
右治助奉 通相違無御座候
ニ
付、印形仕奉差上候、以上
　　辰正月廿二日

同村 　肝煎
　源 　七 　　　　　

　　　庄や
　園田又左衛門

　　同
　園田次左衛門 　
右之趣
　　　

園田多祐
　　
　　
　　　　
二月七日聞済
　　　　　　　　　
持高四石五斗
一肝煎庄助死去ニ付跡役申立 　　　
一印谷村
　佐兵衛
二月七日聞済
　　
西浜谷村
一庄屋見習願
　　　
太期弥右衛門
　　　　　　　　　　　　忰 慶 　助
一正月十六日 　晩より出勤、泊
　同 　十七日 　出勤　同 廿二日 　出勤 　　　　廿六日 　今田波多野葬式　同 廿七日 出勤　同 廿九日 　坂本村へ園仁・山本と行
五一
一二月 　一日 　家祈祷御日待 　大乗寺
　同 　　二日 　出勤　同 　七日 　出勤　同 　十日 出勤 　辰巳用　同 十二日 　出勤
一中組無滞御免、南組支配被 　仰付

小林善蔵
一御代官中組支配被仰付

牧野龍二
一郡奉行・道奉行本役 　仰付

西村七郎右衛門
一拾石御加増

郡奉行
　
長谷川平次郎
一御物頭席勤方是迄之通

佐治数馬様
一仍願郡奉行無滞御免

舟津甚蔵
一仍願御代官役南組支配御免

大黒半兵衛
　　　辰二月二日年番
并
組惣代壱人被 　召出御代官所御達
御領分之内
ニ者
難渋之村方有之、高利之銀子借り受、年々利足惑不容易
趣相聞候
ニ
付、下歩之銀子御貸下ケ被 　成下候ハヽ村方凌方
ニ
も相成可
申と此度奉願上候所、厚 　御仁慈之思召
ニ而
御軍用御備金之内を以年八
朱四ケ年賦
ニ而
御下ケ銀被成下候旨被 　仰出候間、高利借り入居難渋之
村々
者
御趣意之旨奉敬承、願意
并
拝借之員数篤と取調可申出事
　　但右拝借銀之義
者　御軍用御備金
ニ而
格別之御銀
ニ
候得
者
、御用之
節早速上納候様、兼
而
承知可致候事
右之通御達し有之、尤年々五月取立、五月かし 下ケ 旨被仰渡候
　　二月二日 　　　　　　　
（朱字）
　　 　　　　 五月十二日御貸下ケ奥ニアリ
二月七日
　　　　　　　　　　　　　　　
大山上村
一居村肝煎・百姓代三人相仕被仰付
　　　　権次郎
　　　　　　　　　 　　　　 重 吉　　 作 助　　　乍恐奉願上候
字左谷古こ谷一野山之内
　　　竪凡弐百五拾間
　　　　 　横凡三百間
右
者
当村より専ら肥柴苅取候場所
ニ
御座候所、近年笹
并
蔦等生茂り、肥柴
追生立不申難渋仕候
ニ
付、凡右間数当月十九日頃天気続候ハヽ焼払申度
奉存候
ニ
付、乍恐奉願上候、格別之
　　
　　辰二月十二日

北野村 　百姓代
　弥三兵衛 　　　
　　但し組趣法山也

肝 　煎
　又 七 　　　

庄 　屋
　園田久左衛門
三月二日聞済一鉄炮返上願 　　　
大山下村

政 　蔵
同日聞済一鉄炮拝借願 　　　
同 　村

吉左衛門
五二
　　　乍恐
　　　
二月十日御聞済
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恒 　助
辰巳村之義手遠之村方
ニ而
諸事行届兼候
ニ
付、同人義右村方差配為仕、
以来御用向私代同人相勤候様被 　仰付被下候様、奉願上候
　　二月七日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園田多祐
南組御代官所一東古佐村河南重助娘登美拾六歳女房
ニ
仕度 　　　畑甚右衛門
一居宅建かへ
　　　桁行六間 　　　
大山下村
　　　　　　　　　梁間三間 　　　　　友 益　西古佐村仲助古家買調、三月中旬頃　　　
　　　　
相山一杉悪木 　
壱尺廻りより弐尺九寸迄百弐拾本
　
追入村
　新左衛門
アシバミ一雑木山 　　　　　　　　　　　　　　園田次左衛門ヤクロ一 　同 　　　　
同 　　
　多 　祐
普門寺一 　同 　
并杉悪木 　八拾本

宮 　村
　清 　八
井谷山一雑木 　　　　　　　　　　　　　　
上 　村
　権次郎
萩谷一 　同 　　　　
北野村
　弥三兵衛
栃谷一 　同 　 　 　　　　　　　　
下 　村
　多 　七
長畑一 　同 　 　 　 　　　　
同 　村
　利右衛門
　〆
右名前山売払願
　　
辰二月廿二日出ス
二月十七日 　出勤同 　廿二日 　出勤二月 　廿日 　西村七郎右衛門様・大石勇太郎様御親子・牧野龍二様、
　　　　　　大山組内々御見分拙家御立入
二月廿七日 　出勤、泊
　　廿八日 来迎寺木綿講へ 濫觴 　同役四人出勤
三月 　二日 　出勤一肝煎状継無滞御免 　　 　
明 　　野
　源太郎
一状継之義暫心得被仰付
百
 姓
 代　丹次郎
一肝煎暫御預ケ 　　　　　　
下村兼帯
　六兵衛
　　右之通
五三
大（太）
初
一木綿講於来迎寺二月廿八日集会、尤郡益壱会
ニ
付金拾両詰所へ相立候
事
　　　出張面々　下目附 　壱人 　　　　　　郡取締三人　三組附人 壱人ツヽ 　袴着用横坐
 　 　町 組 　弐人 　 　　
世話人
　　　　
　
小嶋甚左衛門
　寺社手代 　壱人 　　 　 　　　　　
曽地口村
　市左衛門
　右床机 　　 　 〆
三月廿八日一鳥殺生致し候
ニ
付、二月廿二日入牢被仰付、
　廿七日御免、鉄炮御取上、科料三貫文
打坂村
　弥兵衛
一科料壱貫文

庄 　や
　太
 兵
 衛

利 　　助
一御叱

肝 　煎
　甚
 之
 丞
一科料壱貫文
　
札頭

小坂村
　金右衛門

小坂村
　磯 　七
　　〆 　　　　　　　　〆
　　　乍恐奉伺上候口上
御公役追々御差湊御物入被為在候段奉恐察、別紙名前之者共聊為冥加米三百石献上仕度奉存候、尤正米
ニ而者
運送無益之失墜御座候
ニ
付、代銀
ニ而
上納仕度乍恐奉伺上候、右之趣 　御聞届被為 　成下候ハヽ難有奉存
候、以上
　　辰二月 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　取締共
上
　　乍恐奉願上候口上
一
桁行 　　六間 　　為火除屋根
　梁間 五間 　　瓦葺
ニ
仕度奉存候
右
者
私義兄大三郎義合宿仕罷在候得共、此度居村字加茂知之坪
ニ
前書之
間数普請仕、御百姓別挊
ニ
仕度奉存候、尤材木之義
者
近年御見分被成下
候払山之内
ニ而
追々
ニ
用意仕罷在候、御聞済被成下候ハヽ来五月相建申
度奉存候
ニ
付乍恐奉願上候格別之御慈悲を以、右願之趣御聞済被成下候
ハヽ難有仕合奉存候、以上
　　辰三月七日 　　　　 　　 　　
願主
　園田多祐
右園田多祐奉願上候通、相違無御座候、以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園田又一右衛門
中組御代官所一私弟仁助当辰弐拾六歳、一印谷村九平弟子
ニ
相成御百姓之余業左官仕
五四
度、職札之願 　　　　　　　　　　　　
長安寺村
　岩 　吉
　　辰三月十七日
一三月 　七日 　出勤
　同 　　九日 　御前見として長谷川様、大石様、牧野様、中尾、御入来
一同 　　十日 　出勤 　御入
ニ
付、諸伺
一同 　十四日 　出勤 　御入 礼
ニ
出勤
一同 　十七日 出勤一同 　　廿日 大火
ニ
付出張、泊
一同 　廿 日 廻勤一同 　廿二日 出勤一同 　廿七日 田順助不幸
ニ
付御役所不参
一辰三月十三日天気殿様宮田御通り
ニ而
大乗寺山御鳥狩、夫より下村大瀧へ被為 　入、於下村
御鳥狩、黒 通り
ニ而
暮六ツ時御機嫌克御帰城
　　　御馬 　　　　殿様　　
六騎
　　　　
鈴木
錩
五郎様
　　 　　
市野続様
　　 　　　青山惣左衛門様　　 　　
沢井左内様
　　 　　
浦山半十郎
　　 　　〆 六騎御用人計
　御小休 　　　　　　　園田久左衛門　　 　蜆 　 金毘羅参詣留守
ニ
付、忰三蔵上下
ニ而
勤
　　 芋
献上
　　〆　御小休 　　　　　園田次左衛門　　 　御菓子　　 蕨　　〆　追入村大乗寺口御鳥狩　　 　山鳥 　　生捕 　三疋　　 兎 　　三疋　　 てん 　壱疋　　〆　御膳所 　　　 園田多祐　　 　御
 料
 理
　　 御蒸菓子 　献上　　 鯉
 三
 口
　　〆　下村大瀧へ被為 　入　　 　兎 　　壱疋　　 鳥 　　壱疋　御小休 　黒田　　 　御菓子 　 常法寺
五五
〆
　御人数凡八拾人　　 郡奉行 　長谷川平次郎様　　
御代官
　
大石勇太郎様
　　 　　
牧野龍二様
　　 　〆　　
附人
　　
廣瀬才助殿
　　 　　　中尾加治右衛門殿　　 　〆　　御殺生方 　拾人餘
十四日御礼
ニ
罷出
　殿様御膳所御機嫌克被為済、且献上もの仕、冥加至極難有仕合奉存候、
仍之為御礼伺公仕候
　　御
 家
 老 　　　　　　　　　　　　　　　　　　園田多祐
　　御
 用
 人
　　御小納戸　　地方不残
〆三月廿日申上刻東堀端水沢様より出火
　　東堀端不残 　　餌差町　　川之丁 　　　　小川橋迄
　　　　上　立町立下 　　　獄屋　　天神様 　御作事　　 　　　　　　　出
御家中凡八拾軒町屋百軒鎮火、七歩時殿様御火陣有之文化四未二月十八日東堀端より出 立町・黒岡村迄大火より五拾年目王地山稲荷様開帳廿一 より御聞済目論見有之所、大火
ニ
付延引
一廿八日より相初候様被仰出四月十一日相済
　　　
　　　　
　
　 　　　　五
月（日）
　　 　　　六日 　
ニ
払もの致し候
　　　 七日
私義是迄御蔭を以御百姓相続仕難有仕合奉存候、然ル所父多六郎世帯中大借仕候
ニ
付段々奉蒙御苦労、追々借財返済仕候へ共、何分大借
ニ而
残
借多分有之、今以返済之趣法無御座候
ニ
付所持之家財・居宅
并
土蔵等売
払申度奉存候
ニ
付、乍恐奉願上候御聞届被成下候ハヽ四月五日売払振市
仕度、跡住居之義
者
隠居
ニ
差掛仕当分住居仕度奉存候、右之
　　　

願主
　園田仁左衛門 　　　　
右園田仁左衛門奉願上候通相違無 座候
ニ
付印形仕奉差上候、以上

園田多祐
　　　　
五六
中組御代官様
　　　
　　　　
私分家当村茂吉義相果当時絶家
ニ
相成相続人無御座候
ニ
付、居宅土蔵等
売払仕代銀私し方へ預り置、追
而
私共より相続為致申度奉存、親類中
談（ママ）
示
行届候
ニ
付土蔵居宅此度売払仕度奉存候、則丁之田村禎助へ内約定仕罷
在候間、御聞済被成下候ハヽ
　　　

園田仁左衛門 　　　　
右園田仁左衛門奉願上候通
　　　

園田多祐
　　　　
　
　　　
　　　　
　　　
一居宅壱軒
　桁行 五間 　但し屋根
　　　 梁間 　三間 　　　　藁葺
右
者
私居宅年久敷相成柱根朽損し住居難仕候
ニ
付、大山上村茂吉古家買
調候筈
ニ
内約定仕候、御聞済被成下候ハヽ来八月相立申度奉存候
ニ
付、
乍恐奉願上候格別之御慈悲を以右之趣
　　辰四月二日

願主
　
丁之田村庄や
　禎 　助
　　　　
右　　　
肝煎
　　弥 　平 　　　　　　　

庄や
　　磯 七 　

同 　
　　平 助 　
右之
　　　

園田多祐 　　　　　　　　　　
　　
　　　　
一三月十二日家出之届 　　　
辰巳分
　小いし
　　　
四月二日出ス
　四月二日 出勤　　三日より 　市場近藤六蔵死去
ニ
付葬送
ニ
行、小野泊
　　四日 　　葬送相勤北在家行、大坂屋泊　　五日 　新町泊　　六日 　瀧見分、七ツ時引取　　七日 　出勤　　〆
一西岡谷村長兵衛妹冬当辰弐拾弐歳、私忰重助
ニ
貰受度、当村八右衛門
　仲人、宗旨同村大膳寺

大山下村
　　和右衛門 　　　　　　
一私妹冬廿二歳、大山下村八右衛門仲人、同村和右衛門忰重助妻先方宗
　旨北野村念仏寺 　

西岡谷村
　　蝶兵衛 　　　　　　
　　　　覚
五七
此度出火
ニ
付材木竹石瓦其外諸色
并
手間運賃等相当之直段より無謂引上ケ
高直
ニ
致候もの於有之
者
可為曲事旨、被仰出候右之趣支配村々へ可被相
触候、以上
　　辰四月二日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　会 　所
牧野龍二殿河合新左衛門殿大石勇太郎殿
　　十六日 　出勤　　十七日 　柏原へ法事
ニ
行
　　廿一日 出勤 　東岡屋村用、泊　　廿二日 出勤　　廿四日 東岡屋村へ樋口
与
出張、泊
　　廿五日 出勤 　河原一件　　廿七日 出勤、泊　　廿八日 出勤　　 　　　 　 九月朔日死　 晦日 昼八ツ時過大三郎女子出産、
未
八
月
晦
五月 　朔日 　暁八ツ時過多祐女子出産 　千世
　　　二日 　出勤　　七日 　出勤　　十二日 出勤
　　十七日　　廿二日 　出勤
一氷上郡葛野庄高山寺本尊十一面観世音、来ル十月十七日より廿一日至開
帳披露札、当村へ差
度（渡）
し申度届
　　辰五月七日 　　 　　　　　　　　　　　　　　追入村
五月廿七日 　出勤六月 　二日 　不勤
　　　七日 　出勤　　十二日 　出勤　　十七日 出勤　　廿日より 郡割　　廿一日 同断　　廿二日 同断 　葛粉献上　　廿三日 出勤 　同配り　　廿七日 出勤　　晦日 出勤
二度目一四月十六日 　木綿講有之一五月廿 日 　木綿講一七月 　五日 　木綿講
五八
申達御用之義有之
并
御料理被下候間、明後晦日四ッ時麻上下用意、役所
江
可被罷出候、以上
　　六月廿八日

大石勇太郎
　　　　

河合新左衛門 　　　　

牧野龍二
　　　　
　　　園田多祐殿　　　晦日取締一統三之間
江
被召出御月番岸与三左衛門様御達し
去卯年海岸防禦 　御所向御警衛其外七口御固メ等
ニ而
莫大之御入箇有之、
御公務御用途銀御操合難被成、無御拠御領分三郡へ高掛
ニ而
銀六百貫目
御頼被仰出候
ニ
付、下方
ニ而
も高数之事ゆへ格別難渋之処、其方共粉骨
いたし段々申諭無滞上納為致候段奇特之至、依之為御賞美御紋付麻御上下・御料理代被下置御礼廻手札私共昨卯年御高掛銀粉骨仕候
ニ
付、不存寄為 　御賞美麻御上下
并　御料
理代被 　下置難有仕合奉存候、依之為御礼伺公仕
後 　
園田多祐
　　　

前 　
波部六兵衛
　　
御料理代

波部達右衛門
　　
　金弐朱ツヽ被下

園田又一 　　　

樋口庄左衛門
　　　

波多野万次
　　

団野喜平次
　　　

酒井惣次郎
　　

羽田源右衛門
　　
申達御用之儀有之候之間、組内之者為惣代明後晦日四ッ時袴用意、役所江
可罷出候、以上
　　六月廿八日　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
　　
組内惣代
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
　　 　　
　年 　番
　
　　
　　　　於表白洲御達 三 組　　 取 締　　 組惣代　　 　　　 組年番
御公役
并
御内用向追々差湊御出方多
ニ而
厳敷御倹約被 　仰出候段、下方
ニ而
も承知致し多
記（紀）
郡御領分中奇特之者申談し、寸志米三百石献上致
ス段神妙之至
ニ
付、為 　御賞美御酒料被下置候間難有頂戴いたし可申、
割方之義
者
御代官所
ニ而
承り合可申事
　　献米仕候者共
江
為 　御賞美御酒料被下置難有仕合奉存候、依之為 　
御礼伺公仕候
　　　　 　　　　　　　 　
何組年番庄屋
　　 　　 　　
何村
　 　　　 　　　　　　　　　
　　　
五九
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
同組惣代
　　
　　何村
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
右之通六月晦日於地方御達、尤苗字帯刀献金等之もの御称美有之、献米壱石
ニ
付銀五匁ツヽ被下
　　弐拾五匁 　　 園田多祐　　献米五石　　代三百六 七 五分納メ
〆（※一紙挟み込み）（端裏書）「殿様御入部百年献米願 　弘化五申年 　御用帳
ニ
有」
　　　乍恐奉願上候口上
御当城
江 　
御入部後百
ヶ
年
被
為
有　御
在
城
難
有
仕
合
奉
存
候
、右
ニ
付
而
者
、
私共代々奉受
御厚
憐愍百
ヶ
年
御
領
分
ニ
御百姓相続仕り
厚格別之
奉
蒙御取噯難有仕
合奉存候、然所当申年迄百ヶ年被為有御在城候段■恐悦至極
ニ
奉存候、
右
ニ
付為冥加私手作米
ヲ
以
ニ而
御米献上仕度乍恐奉願上候、何卒格別之
御慈悲を以右願之趣御聞届被成下候ハヽ冥加至極重々難有仕合奉存候、已上
　　申正月 　　　　　　　　　　　　　　　　　園田庄十左衛門
中組御代官様 　上
　　　　八上組　　
郡取締

郡締〆助役酒造
一米壱石 　　　樋口庄左衛門 　　　同弐石 　　　羽田源右衛門
　　　　　
野々垣村庄屋

八上下村庄屋
一同三石 　　　樋口太助 　　　　　同弐石 　 　鷲尾篤太夫
　　　　　
西八上村庄屋

後川中村御蔵元油屋
一同壱石五斗 　梶村文右衛門 　　同弐石 　 内藤市兵衛
　　　　　
野々垣村庄屋

同村御買継酒造
一同五斗 　　　樋口源吾 同三石 野口吉右衛門
　　　　　
独礼
 曽地口村

曽地奥村庄屋
一米壱石 　　　清水市郎左衛門 同壱石 　　内藤勘右衛門
　　　　　
後川新田村庄屋

後川中村庄屋
一同壱石 　　　藤兵衛 　 　　同壱石 　　小右衛門
　　　　　
同上村庄屋

曽地奥村庄屋
一同壱石 　　　与左衛門 同壱石 　　次郎兵衛
　　　　　
後川下村庄屋

曽地口村庄屋
一同壱石 　　　利 　助 　 同五斗 　　市左衛門
　　　　　
後川奥村庄屋

後川新田村庄屋
一同五斗 　　　惣兵衛 　 同五斗 　 栄 助
六〇
　　　　　
八上下村独礼

八上々村油屋
一同壱石五斗 　弥兵衛 　　　　　　同弐石 　　　常 　助
　　　　　
後川中村酒造

野々垣村醤油屋
一同壱石 　　　市之丞 　　　　　　同五斗 　　　直 　七
　　〆弐拾八石五斗　　 代 貫九拾四匁七分五厘　　　　新村組　　
郡取締酒造

郡取締
一米五石 　　　波部六兵衛 　　　同弐石 　 波部達右衛門
　　　　　
新村庄屋

畑井村庄屋
一同五石 　　　中田甚兵衛 　　　　同壱石 　佐右衛門
　　　　　
畑市村庄屋

辻村肝煎
一同壱石 　　　作兵衛 　 　　同五斗 直右衛門
　　　　　
上宿村豆腐や

井上村古手や
一同五斗 　　　調兵衛 　 同五斗 源五郎
　　　　　
八上新村肴や

小嶋村庄屋
一同五斗 　　　嘉兵衛 　 同五斗 　　治右衛門
　　　　　
小中村茶や

八上新村紺屋
一同五斗 　　　久兵衛 　 同五斗 　 庄右衛門
　　〆拾七石五斗　　 代壱貫弐百八拾六匁弐分五厘
　　　　福住組　　
福住村御買継庄屋

福住村庄や
一米三石 　　　山田嘉右衛門 　　　同壱石 　　　畑尾六郎左衛門
　　　　　
同村庄や酒造

同村油屋
一同壱石 　　　野口三右衛門 　　　同壱石五斗 　山川五郎兵衛
　　　　　
同村雑穀商内

同村宿屋
一同壱石 　　　遠山新兵衛 　　同五石 　 礒 　八
　　　　　
同村塩商内

同村雑穀商内
一同五斗 　　　虎 　助 　 同五斗 　 彦三郎
　　　　　
同村紺や

同村雑穀商内
一同五斗 　　　彦 　蔵 　 同五斗 　　九郎左衛門
　　　　　
同村雑穀や

同村質屋
一同五斗 　　　半右衛門 同五斗 　　弥左衛門
　　　　　
川原村庄や

川原村酒造
一同弐石 　　　森田性左衛門 同壱石 　 宗右衛門
　　　　　
本明谷村庄や

本明谷村肝煎
一同五斗 　　　森田武右衛門 同五斗 　 友右衛門
　　　　　
小野奥谷村庄や

本明谷村肝煎
一米五斗 　　　次右衛門 同五斗 　　甚 助
　　　　　
安田村庄や

安田村御用材木屋
一同五斗 　　　中井藻左衛門 同五斗 　　岩田佐助
　　　　　
藤木村庄や

幡路村百姓出精之者
一同五斗 　　　七郎左衛門 同五斗 　　定 七
　　　　　
幡路村肝煎

同村庄や
一同五斗 　　　宗兵衛 　 同壱石 　　原田次郎左衛門
六一
　　　　　
二ノ坪村庄や
一同五斗 　　　喜兵衛
　　〆弐拾四石五斗　　 代壱貫八百七分五厘　　　　泉 組　　
東本庄村庄や

倉谷村庄や
一米弐石 　　　喜 　内 　　　　　同壱石五斗 　安井伝左衛門
　　　　　
口縣守村庄や

春日江村庄や
一米壱石五斗 　細見菊右衛門 　　　同壱石 　真野垣加兵衛
　　　　　
東本庄村御用達

泉村庄や
一同壱石 　　　木戸十右衛門 　同壱石 中兵衛
　　　　　
佐貫谷村庄や

西本庄村庄や
一同壱石 　　　加右衛門 　　 同壱石 　 小右衛門
　　　　　
西本庄村紺や

同村庄や
一同壱石 　　　弥 　七 　 　　同五斗 　　亀 七
　　　　　
東本庄村庄や

奥縣守村庄や
一同五斗 　　　勇 　助 　 同五斗 　八右衛門
　　　　　
東本庄村油や

東本庄村百姓出精之者
一同五斗 　　　五兵衛 　 同五斗 　　九郎兵衛
　　〆拾三石五斗　　 代九百九拾弐匁弐分五厘
　　　　向井組　　
貝田村庄や

上笹見村医師
一米弐石 　　　林作太夫 　　　　　同弐石 　　　坂部秀達
　　　　　
向井村庄や

細工処村庄屋 習
一米弐石 　　　仁左衛門 　　　　　同五斗 　　　多 　助
　　　　　
草ノ上村庄屋

塩岡村庄や
一同五斗 　　　弥三右衛門 　　同五斗 九兵衛
　　　　　
山田村庄や
一同五斗 　　　治兵衛
　　〆八石　　 代五百八拾八匁　　　　畑 組　　
和田村庄や酒造

奥畑村庄や
一米三石 　　　石田九郎左衛門 　同壱石 　奥山儀右衛門
　　　　　
火打岩村庄や

瀬利村庄や
一同壱石 　　　田中善左衛門 　　　同壱石 　畑六郎左衛門
　　　　　
般若寺村庄や

般若寺村庄や
一同壱石 　　　小嶋弥五太夫 　　同五斗 　　小嶋甚左衛門
　　　　　
今谷村庄や

丸山村庄や
一同五斗 　　　山田次郎右衛門 同五斗 　 九兵衛
　　〆八石五斗　　 代六百弐拾四匁七分五厘
六二
　　　　福井組　　
中村庄や

小倉村
一米壱石五斗 　矢野両左衛門 　　　同壱石 　　　小林市助
　　　　　
立金村庄屋

中村酒造
一同五斗 　　　相山佐兵衛 　　　　同壱石五斗 　半兵衛
　　　　　
藤坂村庄屋

小田中村庄屋
一同五斗 　　　雲 　蔵 　　　 　　同五斗 　 藤兵衛
　　　　　
小原村庄や

藤坂村庄や
一同五斗 　　　茂左衛門 　　同五斗 源 助
　　　　　
藤坂村酒造
一同五斗 　　　藤兵衛
　　〆七石　　 代五百拾四匁五分
上組〆百七石五斗
　代七貫九百壱匁弐分五厘　　　　黒岡組　　
鷲尾村庄や

郡家村庄や
一米壱石 　　　茂 　七 　　　　　　同 　　　治郎右衛門
　　　　　
寺内村庄や

黒岡村庄や
一同五斗 　　　利右衛門 　　　　　同五斗 　　　太右衛門
　　　　　
佐倉村庄や

佐倉村庄や
一同五斗 　　　新 　助 　　　　　　同五斗 　　　加兵衛
　　　　　
大谷村肝煎状継
一同五斗
　　　又右衛門
　　　 惣 　七　　〆四石　　 代弐百九拾四匁　　　　新庄組　　
前沢田村庄や酒造

新庄村庄や
一米五石 　　　瀧山文左衛門 　　　同五斗 　 北村茂太夫
　　　　　
新庄村独礼

野間村庄や
一同壱石 　　　休左衛門 　　　　　壱石 　　　藤兵衛
　　　　　
藤岡奥村庄や

熊谷村庄や
一同壱石 　　　善 　助 　 　　同壱石 　 周 　助
　　　　　
北沢田村庄や

北沢田村庄や
一同五斗 　　　与兵衛 　 同五斗 藤兵衛
　　　　　
大熊村庄や
一米五斗 　　　与兵衛
　　〆拾壱石　　 代八百八匁五分
六三
　　　　野尻組　　
野尻村庄や

西濱谷村庄や
一同壱石 　　　畑甚右衛門 　　　　同壱石 　　　太期弥右衛門
　　　　　
野尻村庄や酒造

今福村庄や
一同弐石 　　　畑市郎兵衛 　　　　同壱石 　　　利右衛門
　　　　　
大野村庄や薬店

野尻村庄や
一同壱石 　　　亀 　蔵 　 　　同五斗 伊太夫
　　　　　
西岡屋村庄や

大野村庄や
一同五斗 　　　九兵衛 　 同五斗 波右衛門
　　　　　
大野村油屋

同村傘屋
一同五斗 　　　兵 　助 　 同五斗 　　篤兵衛
　　　　　
同村紙屋

野尻村茶や
一同五斗 　　　庄 　平 　 同五斗 　 喜 助
　　〆九石五斗　　 代六百九拾八匁弐分五厘　　　　板井組　　
上板井村庄や

垣屋村庄屋
一米弐石 　　　明山権太夫 　　　　同弐石 　 　岸田休左衛門
　　　　　
倉本村庄や

倉本村御用達
一同弐石 　　　宇杉権兵衛 　　　　同壱石 　　　井貝宗太夫
　　　　　
下板井村庄や酒造

宮田村庄や
一同壱石 　　　太右衛門 　　同壱石 仙右衛門
　　　　　
打坂村庄や

坂本村庄や
一同五斗 　　　太兵衛 　　　　　　同五斗 　　　九兵衛
　　　　　
宮田村茶や

宮田村茶や
一同五斗 　　　六右衛門 　　　　　同五斗 　　　吉右衛門
　　〆拾壱石　　 代八百八匁五分　　　　草山組　　
桑原村庄や

桑原村庄や
一米壱石 　　　八十兵衛 　　　　同壱石 　常五郎
　　　　　
遠方村庄や

川坂村庄や
一同五斗 　　　太右衛門 　　　　　同五斗 　儀 　八
　　　　　
川坂村庄や

本郷村庄や
一同五斗 　　　五右衛門 　　同五斗 藤兵衛
　　　　　
栗栖村庄や

同村庄や
一米五斗 　　　記 　蔵 　 同五斗 与三次郎
　　〆五石　　 代三百六拾七匁五分　　　　大山組　　
郡取締酒造

園田分庄や
一米五石 　　　園田多祐 　　　　同弐石 園田仁左衛門
　　　　　
郡取締油絞挊

追入村庄や酒造
一同壱石 　　　園田又一右衛門 　　同三石 　園田次左衛門
六四
　　　　　
大山上村庄屋酒造

新村庄や御払役質屋
一同三石 　　　西尾継三郎 　　　　同四石 　　　中道伊兵衛
　　　　　
北野村庄や

大山下村御用達
一同壱石 　　　園田久左衛門 　　　同弐石 　　　長沢平八
　　　　　
丁之田村庄や 　

丁之田村庄屋
一同五斗 　　　禎 　助 　 　　同五斗 平 　助
　　　　　
同村庄屋

下村庄屋
一同五斗 　　　磯 　七 　 同五斗 　 六兵衛
　　　　　
長安寺村庄屋
一同五斗 　　　仲 　作
　　〆弐拾三石五斗　　 代壱貫七百弐拾七匁弐分五里　　　　木之部組　　
川北村庄や

黒田村庄屋
一米壱石 　　　山本弥助 　　　　同壱石 　北山五左衛門
　　　　　
黒田村御用達

高屋村庄や
一同壱石 　　　山田儀右衛門 　　　同五斗 　仲右衛門
　　　　　
西谷村庄屋

西谷村庄屋
一同五斗 　　　吉左衛門 　　同五斗 清太夫
　　　　　
川北新田村庄や

川北新田村庄屋
一同五斗 　　　嘉右衛門 同五斗 　 六右衛門
　　　　　
東木之部村庄屋

西木之部村庄屋
一同五斗 　　　茂兵衛 　 同五斗 　　仲兵衛
　　〆六石五斗　　 代四百七拾七匁七分五厘
中組〆七拾石五斗
　代五貫百八拾壱匁七分五里　　　　小多田組　　
池上村庄屋

池上村庄屋
一米弐石 　　　羽田伝右衛門 　　　同壱石 　　　庄兵衛
　　　　　
東小多田村独礼

東小多田村庄屋
一同弐石 　　　常右衛門 　　　　　同壱石 　　　吉兵衛
　　　　　
同村百姓出精之者

奥谷村庄屋
一同五斗 　　　藤三郎 　 　　同弐石 　 八右衛門
　　　　　
奥谷村独礼

同村肝煎
一同五斗 　　　安兵衛 　 同五斗 吉太夫
　　　　　
西小多田村庄屋

西小多田村庄や
一同壱石 　　　吉郎右衛門 同五斗 　　太兵衛
　　　　　
同村百姓出精
一同五斗 　　　利兵衛
　　〆拾壱石五斗　　 代八百四拾五匁弐分五厘
六五
　　　　岩崎組　　
小枕奥村庄屋

北村庄屋
一米三石 　　　安原権右衛門 　　　同弐石 　　　藤本甚左衛門
　　　　　
宇土村庄屋 　　　　　　　　　　　　　岩崎村庄や
一米弐石 　　　溝畑弥右衛門 　　　同壱石五斗 　酒井八郎兵衛
　　　　　
岩崎村兼帯庄屋

郡取締助役
一同壱石五斗 　酒井中右衛門 　　同壱石五斗 酒井惣次郎
　　　　　
宇土村庄屋

宇土村庄屋
一同壱石五斗 　小前勘兵衛 同壱石 　 梶尾次左衛門
　　　　　
谷山村庄や

谷山村庄屋
一同壱石 　　　仲兵衛 　　　 同壱石 　　新兵衛
　　　　　
野中村大西分庄や

野中村庄屋
一同弐石 　　　大西庄兵衛 　 　　同壱石 　　三五右衛門
　　　　　
同村庄屋

小枕村酒造
一同壱石 　　　吉右衛門 　　同壱石五斗 源次郎
　　　　　
郡取締助役酒造
一同五石 　　　団野喜平次
　　〆弐拾六石五斗　　 代一貫九百四拾七匁七分五厘　　　　古佐組　　
西吹村庄屋

東古佐村庄屋
一米四石 　　　平野与次左衛門 　　同弐石 　　　河南重助
　　　　　
吹新村庄屋

西吹村庄屋
一米壱石 　　　波々伯部次郎左衛門同壱石 　　　平野源十郎
　　　　　
吹上村庄屋

吹下村庄屋
一同壱石 　　　稲山源右衛門 　　　同壱石 　　　前川喜四郎
　　　　　
西古佐村庄屋

東古佐村庄屋
一同壱石 　　　茂兵衛 　 　　同五斗 　　　治兵衛
　　　　　
網掛村庄屋

網掛村庄屋
一同五斗 　　　勘左衛門 同五斗 　 幸兵
　　　　　
吹上村庄屋

西古佐村庄屋
一同五斗 　　　重 　助 　 同五斗 　　作左衛門
　　　　　
吹上村百姓出精
一同壱石 　　　治兵衛 　 同弐石 　吹上村中
　　〆拾六石五斗　　 代壱貫弐百拾弐匁七分五厘　　　　真南条組　　
栗栖村庄屋

同村庄屋
一米壱石 　　　重 　平 　　　　　同壱石 勇 　助
　　　　　
真南条上村庄屋

同村庄屋
一同五斗 　　　甚兵衛 　　　　　　同五斗 　嘉右衛門
　　　　　
同下村状継

同中村庄屋
一米五斗 　　　八郎右衛門 　同五斗 酒井権兵衛
　　　　　
同中村肝煎

同村百姓出精
一同五斗 　　　茂右衛門 同五斗 庄兵衛
六六
　　　　　
同村百姓出精

同村古手屋
一同五斗 　　　孫左衛門 　　　　　同五斗 　　　惣兵衛
　　　
栗栖野村

右之者先年農業出精為御賞美
一同五斗 　　　記平次 　　　　　
青銅弐貫文頂戴仕、難有奉存為
　　　 　　　　
冥加献上仕度申出候
　　〆六石五斗　　 代四百七拾七匁七分五厘　　　　大沢組

味間南村庄屋
一米壱石 　　　波多野源左衛門 　　同壱石 　 東保右
　　　　　
同新村庄屋

御用達
一同弐石 　　　園田重左衛門 　　　同壱石 　 園田重兵衛
　　　　　
同南村庄屋

杉村庄屋
一同壱石 　　　平野次郎太夫 　　同五斗 　　与次右衛門
　　　　　
同北村庄屋

同奥村庄屋
一同五斗 　　　賀 　助 　 同五斗 　 善五郎
　　　　　
同新村百姓出精

同村茶や
一米五斗 　　　重郎兵衛 同五石 　　五郎兵衛
　　〆拾三石　　 代九百五拾五匁五分
　　　　波賀野組　　
矢代新村庄屋

犬飼村庄屋
一米壱石 　　　甚 　七 　　　　　　同壱石 　　　甚之丞
　　　　　
波賀野村庄や

見内村庄屋
一同五斗 　　　安右衛門 　　　　　同五斗 　　　五右衛門
　　　　　
波賀野新田村塩油

小間物屋
一同五斗 　　　清兵衛 　 　同五斗 酒井正左衛門
　　　　　
不来坂村庄屋兼帯
一同弐石 　　　酒井常八
　　〆六石　　 代四百四拾壱匁　　　　古市組　　
古市村庄屋御買継

当野村庄屋
一米三石 　　　小林伊兵衛 　　　同弐石 　谷田孫兵衛
　　　　　
当野村庄屋

油井村庄屋
一米壱石 　　　酒井藤左衛門 　　　同壱石 　源左衛門
　　　　　
草ノ村庄屋

同村庄屋
一同壱石 　　　庄兵衛 　 　　同壱石 伊三郎
　　　　　
古市村醤油や

古市同村油屋
一同五斗 　　　長三郎 　 同五斗 　 治左衛門
　　　　　
同村小間物や

同村肝煎宿や
一同五斗 　　　利右衛門 同五斗 　　吉兵衛
　　〆拾壱石
六七
一 　　　代八百八匁五分
　　　　今田組　　
下小野原村庄屋

同村庄屋
一米壱石 　　　弥右衛門 　　　　　同五斗 　　　六郎左衛門
　　　　　
上小野原村庄屋

同村庄屋
一同壱石 　　　佐兵衛 　　　　　　同壱石 　　　栄 　助
　　　　　
上立杭村庄屋

同村同断
一同弐石五斗 　市野吉郎左衛門 　同壱石五斗 田中仲左衛門
　　　　　
同村庄屋見習

下立杭村独礼
一同壱石 　　　磯左衛門 同壱石 上中武左衛門
　　　　　
下立杭村庄屋

同村庄屋添役
一米五斗 　　　両左衛門 　　 同五斗 　 治郎左衛門
　　　　　
釜屋村庄屋

木津村庄屋
一同壱石 　　　又 　平 　 　　同五斗 　　弥三郎
　　　　　
木津村同断

今田村庄屋
一同五斗 　　　土井庄太夫 同壱石 　嘉右衛門
　　　　　
市原村庄屋

黒石村庄屋
一同壱石 　　　伝右衛門 同壱石 　　治左衛門
　　　　　
黒石村庄屋

四斗谷村庄屋
一同五斗 　　　多兵衛 　 同壱石 　 弥一右衛門
　　　　　
本庄村庄屋 　酒造

今田新田村庄屋
一同三石 　　　荻野利吉 同五斗 　　波多野源右衛門
　　　　　
今田新田村 屋

郡取締酒造
一同弐石五斗 　長谷川太郎右衛門 同三石 　　波多野万次
　　　　　
市原村質屋

市原村茶や
一同壱石 　　　大西太郎兵衛 　　　同壱石 　　　俵 　蔵
　　　　　
木口村紺屋

今田新田村油や
一同五斗 　　　源五郎 　　　　　　同五斗 　　　弥 　吉
　　　　　
本庄村百姓出精

釜屋村茶店
一同五斗 　　　兵五郎 　 　　同五斗 　 佐右衛門
　　　　　
釜屋村百姓出精

同村茶店
一米五斗 　　　文左衛門 同五斗 新十郎
　　〆三十壱石　　 代弐貫弐百七拾八匁五分
南組〆百弐拾弐石
　代八貫九百六拾七匁
惣合三百石 　　　　　　　　　五月十二日上納
　代弐拾弐貫五拾目　　別献金
一金拾五両 　　　樋口市左衛門
　　　　
辻村
一同拾五両 　　　市郎兵衛
六八
　　　　　　
井ノ上村
一同拾五両 　　　源 　蔵
　　　　　　
宮之前村
一同拾両 　　　　吉之丞
　　　　　　
三熊村
一同拾五両 　　　吉兵衛一同拾五両 　　鷲尾与次右衛門一同拾両 　　　波多野兵左衛門
　　　　　　
八上内村
一同拾両 　　　　儀太夫
　　　　　　　
同
一同拾五両 　　　権太夫
　　　　　　　
同
一同拾両 　　　　重兵衛
　　　　　　　
同
一同拾五両 　　　儀十郎一同拾五両 　　河南仲右衛門
　　　　　
今田村
一同拾両 　　　　加右衛門
　　　　　　
上立杭村
一同拾両 　　　　磯左衛門
　　　　　　
下小の原村
一同拾両 　　　　弥右衛門
　　　　　　
川北村
一同拾両 　　　　弥 　八
　〆

（未完）
